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我孫子の里山報告 

 

 
 

 

これより、中央学院高等学校生物部 岡発戸 都部 谷

津ミュージアム 

「四季と昆虫」 の発表を始めます。 

 

はじめに 
 千葉県北部には谷津地形が広がっており，その複雑な

環境には多くの生物が生息しています。我孫子市では、

2003 年に「谷津ミュージアム事業構想」をつくりました。 

 

 
 この構想は、岡発戸都部の谷津をフィールドに、谷津

の自然を構成する田んぼや山林の緑、水辺の生き物、伝

統的な農業やくらしの風景など生きた自然と郷土の歴

史・文化を感じることができる「野外博物館」づくりを

イメージしたもので、我孫子市では、この「谷津ミュー

ジアム」の実現に向けて、手賀沼課や農家の方をはじめ、

たくさんの市民の方々に協力を求めました。 

我々中央学院高校生物部にも、我孫子市より協力の依頼 

を頂いた経緯もあり、我孫子市との協力関係のもとで昆

虫調査を行うことにしました。 

 調査地にあたる谷津は、我孫子市に現存するものの中

では最も大規模な谷津であり、延長は約 1.7ｋｍにもな

ります。 

谷津は昔から薪炭林として利用されてきた台地やその

林縁部、田んぼや畑、小川、溜池など、狭い範囲に多く

の環境があり、それにあわせて実に多様な生物相が育ま

れてきた場であります。 

谷津はまさに生物の宝庫であると言えるのです。 

その谷津で 1 年間調査を行った結果、15 目 153 科 733

種の昆虫を確認し，谷津での記録を累積すると 1153 種

が記録されました。 

この調査で新たに記録された昆虫は492種にのぼりまし

た。しかし、420 種もの昆虫類が再確認されず，減少傾

向にある種が判明しました。 

 また、環境省及び千葉県レットデータブックに記載さ

れている種に 14 科 22 種が該当したことにより、保護対

象とするべき種が明示されました。 

 この調査で得たデータを谷津ミュージアム実現に生

かせないか？そう思った我々は、今まで蓄積したデータ
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を再度まとめなおし、谷津ミュージアム設立にむけて具

体的な利用法を検討することにしました。 

 

 
 

 

季節と昆虫 
 調査によって採集した昆虫の目、科、種類を月別に集

計し、まとめてみました。 

これにより、谷津における昆虫の発生周期や特徴をつか

み、データを観察会などで利用する形にできると考えま

した。 

 

4 月の記録、 

 4 月は、8目 140 種が記録されました。 

注目種は、ハナダカカメムシ、ヒメマイマイカブリ、ギ

ンイチモンジセセリ、ミヤマチャバネセセリが、確認さ

れました。 

 

 
 

5 月の記録 

 5 月は、6目 43 種が記録されました。 

注目種は、ヒゲナガハナノミ、ヤマトシリアゲ、ミヤマ

チャバネセセリ、アカシジミが確認されました。 

 

6 月の記録 

  6 月は、10 目 269 種が記録されました。 

注目種は、サラサヤンマ、コカブトムシ、ヒゲナガハナ

ノミ、アオスジカミキリ、クロマルハナバチ、ヤマトシ

リアゲ、ミヤマチャバネセセリ、が確認されました。 

 

7 月の記録 

  7 月は、12 目 372 種が記録されました。 

注目種は、ナゴヤサナエ、ヒメマイマイカブリ、コガム

シ、ヘイケボタル、ギンイチモンジセセリ、ミヤマチャ

バネセセリ、ミズイロオナガシジミ 

が確認されました。 

 

8 月の記録 

 8 月は、8目 181 種が記録されました。 

注目種は、ウチワヤンマ、ネアカヨシヤンマ、クロスジ

ギンヤンマ、チョウトンボ、 

ミヤマチャバネセセリ、ジュンサイハムシ 

が確認されました。 

 

9 月の記録 

 9 月は、10 目 239 種が記録されました。 

注目種は、 

ヒメマイマイカブリ、ミヤマチャバネセセリ 

が確認されました。 

 
10 月の記録 

  10 月は、8 目 108 種が記録されました。 

注目種はブチヒゲカメムシ、ヒメマイマイカブリ、ミド

リシジミ（卵）、アサギマダラが確認されました。 

 

11 月の記録 

  11 月は、5 目 20 種が記録されました。 

  11 月には注目種は見られませんでした。 

 

なお、１２月には記録がありませんでした。 

 

 

月別記録 
  このように一年間の記録を月別にまとめなおしてみ

ると、記録種数のピークが、春・4月、夏・7月、秋・9

月にあることがわかります。 

基本的に調査対象は成虫であり、このグラフは月別に見

られる成虫の記録種数をまとめたものと言えます。 

 4 月は前年からの越冬個体と、蛹越冬で春に成虫になる

種とが一斉に活動を始めるため、次の５月に比べ、記録

種数が多くなっています。 

ツマキチョウやビロウドツリアブなど、春にしか見られ

ない種も多く見られます。 

 それに対し5月の記録が極端に少なくなっているのは、

４月に見られた個体が産卵を終え、一斉に寿命を迎える

ため多くの種において端境期となるためと考えられま

す。 

  夏のピークである７月は、谷津の一年間で最も多くの

昆虫を見ることのできる季節です。 
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梅雨時期である 6月、植物の成長に合わせ、卵越冬個体

や春に産卵された個体が羽化を始め、種類数が大幅に増

加してゆき、７月にはそのピークを迎えます。 

注目種であるヘイケボタルやネアカヨシヤンマなどが

見られるのもこの時期です。 

 ８月に入ると種類数が７月の半分以下にまで落ち込ん

でしまいます。これは６月～７月に活動した種の世代交

代に入るためであると考えられますが、生存しているも

のの、暑さをしのぐために休眠に入る種が多くいるため

であると考えられます。 

夏の盛りには意外と昆虫が少ないことがわかります。 

  ９月を迎え、気温も落ち着いてくると秋の昆虫の最盛

期となります。 

夏に産卵された個体が羽化を始め、卵越冬の直翅類など

秋の鳴く虫もこの時期に成虫を迎えます。 

夏の間、休眠していた昆虫も活動を始め、記録種数も６

月程度にまで増加します。 

 その後、１０月１１月になると気温の急激な低下など

によって越冬に入るものや死亡するものが増え、谷津で

見られる昆虫は急激に減少し、冬を迎えます。 

 このように採集記録をまとめ直してみたことで、岡発

戸都部の谷津で見られる昆虫の成虫発生のパターンは

年３回であることが判明しました。 

  谷津の中を歩くと、なんとなく昆虫の多い時期、少な

い時期などを感じることがありましたが、このようにグ

ラフとしてまとめてみることで全体的な昆虫の消長が

わかり、今後調査や採集、観察会などを行う上で参考に

することができるようになりました。 

 
 

今後の展望 
 今後、谷津の調査によって得られたデータをさらに充

実したものとしてゆき、その中で確認された希少種、注

目種の保存、回復の場として谷津を見てゆくことももち

ろん大切ですが、それと同時に「環境教育の場」として

谷津を見てゆくことも大切であると考えます。 

今後谷津の調査によって得られたデータの種類数を追

加できるように調査を続けるとともに、さらに標本、生

態写真の充実にも重点的に取り組み、データを視覚的に

利用できるものへしてゆこうと考えています。 

採集記録、標本、生態写真を充実させ、谷津に棲む昆虫

の展示会や発表会などに積極的に参加することにより、

より多くの方に谷津を知ってもらう機会になればと考

えています。 

  また、地域の小中学校を対象として、谷津の自然観察

会や勉強会などを企画し、地域住民の環境学習の場とし

ての谷津作りについて積極的に取り組んでゆきたいと

思います。 

それに伴い、谷津内の環境別、季節別の昆虫分布図を

作って、自然観察パンフレットや案内パネルのような物

の作成も視野に入れています。 

 希少種、注目種の保護活動やビオトープ作りなど、ま

だまだやりたいこともたくさんあります。 

これまでの４年間の調査で、だんだん谷津の自然環境が

理解できるようになってきました。 

 これからも谷津の美しい自然を維持するとともに、我

孫子市や地域の住民の方々と協力しながら、一つ一つ着

実に、谷津ミュージアム完成に向けて活動してゆきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


